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お取引先様へ 
 

「JA 北びわこ」のお米に 

環境負荷低減の取り組みを見える化する「みえるらべる」を表示します 

〜生産者による環境負荷低減の取り組みを評価、ラベルの「★」の数で「見える」「選べる」をわかりやすく〜 
 
 毎度ご愛顧を賜りまして、ありがとうございます。 

JA 北びわこは、生産者による「環境負荷低減の取り組み」を評価し、「★」の数でわかりやすく消費者に
伝える「みえるらべる」の表示を令和６年産米の販売から始めます。 
 この「みえるらべる」とは、農林水産省が「みどりの食料システム戦略」に基づき、持続可能な食料シ
ステムを構築するため、食料システム全体での環境負荷低減の取り組みや国⺠理解の醸成に向けて、環境
負荷低減の取り組みを「見える化」するものです。令和６年３月に農林水産省が作成した「農産物の環境
負荷低減に関する評価・表示ガイドライン」に基づき、「温室効果ガス削減への貢献」や「生物多様性の保
全」の取り組みをわかりやすく等級ラベルで表示します。生産者の環境負荷低減への努力を、消費者の「見
える」「選べる」につなげるためのラベルです。 
 具体的には、標準排出量から算定した温室効果ガスの削減貢献率が 5％以上 10％未満で「★」、10％以
上 20％未満で「★★」、20％以上で「★★★」と表示します。また、この温室効果ガス削減の取り組みに関
して、追加的指標「生物多様性保全の取り組み評価」の表示も可能であり、こちらも「★」〜「★★★」で
表示します。 
（参考 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html） 
 このたび、令和 6 年産米で JA 北びわこが取り扱うお米において「みえるらべる」の表示対象は、特別
栽培米コシヒカリ（約 2,300 トン）と特別栽培米みずかがみ（約 350 トン）で温室効果ガス削減量「★★★」
の表示となるほか、有機 JAS コシヒカリと有機 JAS きらみずきで温室効果ガス削減量「★★★」に加えて
生物多様性保全「★★★」の表示を行うものなどです。 
 お取引先様の各卸業者・各小売業者におかれましては、紙袋・フレコン（検査証明書枠外）に「みえる
らべる」が貼付されている JA 北びわこ産米に関して、精米等のパッケージのほか、店頭 POP やポスタ
ー、飲食店のメニュー表等に同ラベルを貼付または印刷することが可能です。また、「みえるらべる」のご
使用について、お取引先様が改めて農林水産省へ報告する等の必要はございません。 
 JA 北びわこは、一社でも多くのお取引先様とこの取り組みを共有し、消費者に評価され選ばれるお米の
提供を拡大してまいりたいと考えます。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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